
 

News Release  

報道関係各位 

2022 年 4 月 14 日 

株式会社センシンロボティクス 

 
センシンロボティクス、フジタと共同で 

「トンネル坑内自動巡視ドローンシステム」を開発 
- 360 度カメラでＶＲ空間生成、BIM/CIM と連動した巡視・点検を実現 - 

 
ロボティクス×AI で社会課題の解決を目指す株式会社センシンロボティクス（本社：東京都渋谷

区、代表取締役社長：北村卓也、以下「センシンロボティクス」）は、株式会社フジタ（本社：

東京都渋谷区 社長：奥村洋治、以下「フジタ」）と共同で、GNSS※1が受信できない屋内など

の環境でも安定したドローンの自律飛行を実現すると同時に、工事進捗の情報収集を自動化する

「トンネル坑内自動巡視ドローンシステム」を開発しました。 

施工中の「令和元－4 年度横断道羽ノ浦トンネル工事」※2（徳島県小松島市）において、本技術

を試行し、トンネル掘削延長 400m 区間を約 7 分で自律飛行すると同時に、搭載した 360 度カメ

ラ画像から自動生成した VR（仮想現実）空間内でトンネル坑内の BIM/CIM と連動した巡視点検

が可能であることを確認しました。 

※1 全球測位衛星システム（Global Navigation Satellite System） 

※2 発注者：国土交通省四国地方整備局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本技術は、センシンロボティクスが開発したドローンの飛行制御に LiDAR※3を使用するドロー

ンを採用しており、非 GNSS 環境かつ暗所のトンネル坑内においても安全で安定した自律飛行が

可能です。またドローンに搭載した 360 度カメラで取得した画像情報を使い、VR 空間が生成で

きる現場モニタリングシステム「OpenSpace」※4と連携させることで建設現場の各施工段階を

網羅的に記録し、BIM/CIM と併せて施工管理情報を一元化できます。これにより、関係者間で

の迅速な情報共有・分析を行うことが可能となり、巡視点検業務の効率化・高度化につながりま

す。 

今後は、更なる自律飛行の高度化、トンネル以外の非 GNSS 環境への展開とともに、LiDAR によ

り得られた点群データの出来高・出来形管理への活用を推進し、i-Construction の発展に寄与す

べく技術開発を継続する予定です。 

※3 光検知・測距(Light Detection And Ranging)：レーザー光の照射と反射時間から物体の距離/方向を計測する技術 

※4 OpenSpace（Open Space Labs, Inc）が提供する 360 度現場モニタリングシステム 

 

＜開発の背景＞ 

これまで建設現場におけるドローンの活用は、GNSS 無しでは予め設定されたルートを自動/自

律飛行できず、ドローンの操縦に高度な操作技術が必須であることから、主に屋外での使用に限

定されていました。また、暗所で機械設備などの障害物が多く、大型重機が動くトンネル工事で

は、巡視可能な時間も限られるため、効率的な点検技術が求められていました。 

図 1 トンネル坑内のドローン自律飛行 
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＜本技術の特徴と導入効果＞ 

⚫ 熟練オペレーターの介在なしで、ドローンの安定した自律飛行と安全機能(障害物検知)を実

現。GNSS が受信できない屋内や暗所でも LiDAR により自機位置を認識しながら、経路の指

定不要でトンネル坑口から切羽までをドローンが自律飛行可能。これにより、高所を含む坑

内の日々の施工状況を短時間で網羅的に記録。 

⚫ ドローンで撮影した膨大（秒速 1ｍで飛行時、50cm ごとに 1 枚撮影）な 360 度カメラ画像

を OpenSpace で処理することにより、BIM/CIM モデル、時系列画像データとの連動比較が

可能なトンネル坑内の VR 映像を、AI 技術により 10 分程度で自動生成し、クラウド上での

情報共有が可能。 

⚫ 遠隔拠点および現場内において従来実施している複数人による複数回の現場巡視点検の自動

化、省人化を実現。巡視点検時間：1 回 1 時間/人の削減、データ整理時間：80％削減。 

⚫ VR 空間での巡視や VR 空間上でのコメント・データ等の添付による点検・検査や、受発注

者間において非接触で高度な情報を迅速に共有することが可能。品質管理や維持管理記録と

しての活用も見込んでいます。 

 

【センシンロボティクスについて】  http://www.sensyn-robotics.com 

センシンロボティクスは『ロボティクスの力で、社会の「当たり前」を進化させていく。』をミ

ッションに掲げ、企業や社会が抱える課題を、ドローンをはじめとするロボティクス技術で解決

する社会インフラ DX のリーディングカンパニーです。 

設備点検・災害対策・警備監視・現場管理など、業務における「労働力不足・ミス防止・安全性

の向上・時間・コスト」や災害発生時の迅速な対応など企業や社会が抱える様々な課題を解決す

るためのテクノロジーとソリューションを提供しています。 

豊富なプロジェクト実績で得られたノウハウを活用し、シナリオ策定から実証実験、実業務への

定着化まで一気通貫で支援、老朽化する産業インフラや社会インフラの点検や、少子高齢化によ

る労働人口の減少、激甚化する災害対策といった社会課題の解決を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本社所在地：東京都渋谷区恵比寿二丁目３６番１３号 広尾ＭＴＲビル７階 

設立：2015 年 10 月 

代表：代表取締役社長 北村卓也 

 

 

【報道関係のお問い合わせ先】 

株式会社センシンロボティクス 

CS&マーケティング部 広報担当：妹尾 

TEL：080-2169-5823   E-mail：m-senoo@sensyn-robotics.com 

 

図 2 現場モニタリングシステム（OpenSpace）による巡視点検 

BIM/CIM 連動比較 時系列画像データ比較 注釈付与（コメント、ファイル、優先度） 
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